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1.研究概要 

1-1.研究の背景と目的  
申請者は過去に、アジア 5 カ国での実地調査により、都市における樹木の下の人々のふる

まいを収集し、樹勢・人のふるまい・設え・立地の組み合わせから各事例の性格を捉えた。

これらのふるまいの成立背景の考察を進める中で、樹木と人のふるまいの組み合わせの都市

からの視認性が重要であると考えるようになった。例えば、J.ゲールは街のアクティビティ

を眺めることは最も重要であり、ベンチ類は眺めが良い場所ほどよく利用されると述べてい

る 1)。そこで本研究は、アジアでの調査を足掛かりとしつつ、これまで十分に考察できてい

なかった視認性を観点に加えて、ヨーロッパと中国で実地調査を行い、収集事例について樹

木、人々のふるまい、設え、立地などの関係からその実相と、要素間の関係を整理して視認

性について考察し、更に樹木の下の人々のふるまいが十分に開発されていない日本での実践

に役立つ知見を得ることを目的とする。  
1-2.研究方法  
調査候補地は、ヨーロッパと中国の樹木が育ちやすい気候の内、申請者が過去に訪れた場

所、現地在住者または在住経験者の知人からの情報、Google マップのストリートビューを参

考に選定した。その内、現地調査時に実際に樹木の下に人々が留まっている場所を事例とし、

フランス（パリ、アビニョン、エクス＝アン＝プロヴァンス）、スイス (ジュネーブ、チュー

リッヒ )、スペイン (バルセロナ、マドリッド、セビーリャ )、中国 (成都、昆明、大理 )の 4 カ

国 11 都市で計 93 事例収集した。調査はヨーロッパでは 2025 年 6 月 18 日〜7 月 27 日、中

国では 2025 年 9 月 15 日〜9 月 27 日に行ない、現地では樹種・樹形・人のふるまい・補助

的な設えなどの物的要素の観察・実測・撮影 (図 1)、地形・周辺建物・街路などとの関係の観

察、樹下で 360°カメラ (Insta360 X3)による撮影を行った。  
樹下の人々のふるまいの視認性について、都市から樹下のふるまいを見る場合と、樹下か

ら都市を見る場合の二視点が考えられる。また、都市部において、樹木は樹木であり続けな

がら、人々のふるまいや設えなどとの関係が構築されることにより居場所として確立されて

いく。他のものとの関係から樹木を存在論的に捉えることは、「建築としての樹木」を語る上

では欠かせない。まず、人のふるまいを物理的に支持する設えがある。樹木配列はその場の

見通し具合や方向づけに関わる。樹冠の下端高さは都市から樹下、樹下からの都市の両方向

の見え方に関わり、樹冠下を通る道は都市から樹下へのアプローチと、樹下から都市を見る

時の方向づけに関わると言える。加えて樹下からの眺めも取り上げる。以上より、樹木配列、

樹勢、人のふるまいの形・設え、道の有無、樹下からの眺めについて関係を整理した。樹勢

は、幹付近から 360°カメラで撮影した写真の正距方位図と視野角の関係から区別した(図

2)。向きの分析は、360°カメラによる撮影が可能であった 45 事例を対象に行い、実測図面

に人の向きを示す矢印を重ねて、その集合によってできる形を捉えた(図 3)。  



 



2.大樹の下における人々のふるまいの実相 

国、地域ごとに、樹種と人のふるまいの特徴を整理した。  
樹木は 19 科 21 属 29 種が観察され、ヨーロッパでは落葉が多く見られ、中国では常緑が

多く見られた。調査時はどれも葉が十分についていた。クワ科はいくつかの樹種が観察され、

特に中国で多く見られ、中でもガジュマル (中国語：榕树 )、フィカス・アルティシマ (中国語：

高山榕 )がよく見られた。スペインでも、クワ科のゴムノキが見られた。ヨーロッパではプラ

タナスが最も多く見られ、次にマロニエ、シダレヤナギ、セイヨウボダイジュがみられた。 
人のふるまいについては、地面やベンチなどに座る、テーブルセットについて飲食をする、

座って歌うなどする、地面に寝そべる、ダンスや遊具で遊ぶなど体を動かすが見られた。ヨ

ーロッパでは、座るが多く見られ、フランスのアビニョン、エクスアンプロヴァンスでは、

テーブルセットで食事をするが多く見られた。中国では、座って麻雀や将棋をする、ダンス

をするなど、老人を中心に仲間と趣味を楽しむ事例が多く見られた。  
 

3.大樹と人のあいだに生まれるふるまいの要素の関係 

3-1.大樹の下における人々のふるまいを取り巻く要素 

樹木配列は一本(21 事例、以下同様に事例数)、列(15)、面(9)に区別した。樹勢は樹冠が

低い(18)、中程度(17)、高い(10)に区別した。人のふるまいの形と設えについて、人のふる

まいの形は線(29)、円外(5)、円内(2)、円内外(1)、面(8)、分散(12)に区別でき、1 事例で

複数種の形が混合する場合も見られた。設えはイス(3)、ベンチ(15)、ベンチ斜面(1)、基壇

(12)、護岸(5)、芝生(5)、芝生斜面(2)、遊具(1)、テーブルセット(10)、なし(2)があった。

また、樹冠の下の道の有無を区別した。樹下からの眺めには、木々(5)、水辺(18)、庭園(2)、

モニュメント(6)、広場(6)、街路(14)、山並(7)であった。 

3-2.要素間の関係 

前節で整理した内容を表にまとめ、各要素の組み合わせの傾向を整理した  (表 5)。以下、

全体的な傾向を述べた上で、樹木配列、樹勢、人のふるまいの形・設えの組み合わせが 3 事

例で共通するものに網掛けをし、それらの特徴を整理する。  
樹木配列が一本では、樹勢が中程度と低いが多く見られ、道が有るものが過半数で見られ、

水辺の眺めが半数近くで見られた。樹木配列が列では、樹勢が高いと中程度が多く見られ、

人のふるまいは線が多く、道が有るものが過半数で見られた。樹木配列が面では、樹勢、人

のふるまいの形・設え、道の有無、眺めが様々に見られた。  
【一本の中程度の樹勢の樹下で人のふるまいが線で道に沿う】  

人々が樹下の道に沿って線状に座り、広場  (FR14)や運河 (FR32)を眺めるなどの事例が見

られた。樹勢が中程度であるため、都市からも樹下からも樹木と人のふるまいの両方を程よ

く見ることができ、道も通っているため人を樹下に誘いやすいと言える。  
【一本の低い樹勢の樹下で人のふるまいが線で道に沿う】  

周囲が開けた場所で人々が樹下の道に沿って線状に並んで座る (FR4,8,ES5)、将棋盤を囲

んだ人々のまとまりが、樹下の道に沿って線状に並ぶ (CN2)などがあった。これらは、樹勢

が低く都市からは人のふるまいが見えにくい樹木に対して、道を辿っていくとその道に沿っ

た人々のふるまいに出会い、樹下では道によって人の向きが大きく決められると考えられる。 
【一本の低い樹勢の樹下で人のふるまいが円で水辺を眺める】  



 



川の間近で樹木を取り囲むように基壇 (CH10)や護岸 (FR19)があり、その形に沿って人々

が円形に並んで座る、川が見える場所で基壇の形に沿って円形に並んで座り、その先に川を

眺める (FR18)があった。これらは、樹勢が低いうえに、樹冠下に入って行く道もないため、

都市からは樹下のふるまいが見えにくくアクセスもしにくいと言える。一方で樹下に入ると

周囲から距離が取られ、低い樹冠により視線が水辺へと絞られて、落ち着いた場所と言える。 
【列の高い樹勢の樹下で、人のふるまいが線で道に沿う】  

並木道に沿った基壇に座るとその先に湖と開けた空が見渡すことができる (ES11)、並木道

に沿って屋台 (FR34)やカフェのテラス席 (FR24)が並び、そこで過ごしている人々を見渡す

ことができるなどがあった。樹木配列、人のふるまい・設え、道の向きが揃っており、かつ

樹冠が高いため、都市からも樹下からも人のふるまいが見やすく、賑やかさを感じることが

できる。  
【列の中程度の樹勢の樹下で、人のふるまいが線で道に沿う】  

前者から、樹勢が中程度になったもので、都市からの樹下の見え方や樹下からの都市の見

え方は、ある程度同様であると言える。  
【面の樹下で、人のふるまいが様々】  

樹木配列が面では、樹勢、人のふるまいの形・設え、道の有無、眺めが様々に見られた。

樹木群の下で、仲間とダンスをする人々が互いに一定の距離をとりながら面的に広がる

(CN8)、池を背景に写真撮影をする人々で賑わう池畔から距離をとった樹木群の下で折り畳

みイスに座って仲間と話す人のまとまりが点在する事例 (CN4)などがあった。面的に広がる

樹木により、樹勢に関わらず周辺との距離が取られ、都市から樹下のふるまいが見えにくく、

樹下では即物的に身体に近い設えとの関係が強くなると考えられる。  
 

4.結び 

以上、本研究ではフランス、スイス、スペイン、中国で実地調査を行い、大樹の下におけ

る人々のふるまいの地域的な特徴を整理した。更に、樹木配列、樹勢、人のふるまいの向き・

設え、道、樹下から見えるものの関係を整理することで、要素の組み合わせとそれらの関係

の傾向を掴んだ。都市における樹木は、太陽、土、水といった自然物のみとの関係だけでな

く、人工物とも関係を持つ中で存在している。大樹の下における人々のふるまいは、これら

の要素の関係を取り持っているとも言うことができ、ふるまいが繰り返されることで、樹木

が他の要素との関係を強め、都市に残り続けていると言えるのではないか。日本の都市部に

おいても、樹木の周囲で自然物と人工物の良好な関係を構築することができれば、街中に大

樹が残り、その下でふるまう人々が現れると考える。  
今後は、今回の分析をもとに、樹下からの都市の視認性、都市からの樹下のふるまいの視

認性の両者についての検討を続け、成立背景の理解を深める予定で有る。  
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